
　国際開発センター（IDCJ）では、2017年度の新卒採用として、
コンサルティング業務を組織の内側から見ることができる事務職員
（正職員）を募集しております。６月の選考開始に先立ち、当セン
ターの事務職員の採用制度を紹介します。
　当センターでは、将来、開発コンサルタントを目指す新卒の方を
対象に、2011年度より事務職員の採用を実施しています。中途採
用が主流を占める開発業界への就職は、学部を卒業したばかりの新
卒の希望者にとっては非常に狭き門ではないでしょうか。そこで、
本採用制度では、原則３年間、政府開発援助（ODA）などの案件
の実施を後ろから支える「支援業務」に従事していただき、開発コ
ンサルタントに求められる基本的な姿勢やスキルを身に付けていた
だきます。そして、３年間の勤務を終えた後は、海外の大学院に留
学（会社からの資金補助制度有り）して修士号を取得していただき、
帰国後に開発コンサルティング企業への就職を目指していただくこ
とを想定しております（本制度の詳細は、当センターのホームペー

ジをご参照ください）。
　当センターは、「世界の明日を考える」をキーワードに、主に地
域開発、産業・経済開発、農村・農業開発、社会開発、教育開発、
観光・運輸交通開発などのソフト分野で、開発途上国のニーズや国
際協力の理念に合致した活動と提案を行う開発コンサルティング企
業です。開発コンサルタントとは、世界銀行や国際協力機構
（JICA）などの開発援助機関が発注する国際協力プロジェクトを、
現地で実際に実施するフィールド・プレイヤーです。開発途上国が
抱えるさまざまな課題に対し、高い専門性と豊富な経験をもって対
応し、限られた時間と予算の中で支援目標の実現を目指す、いわば
国際協力のスペシャリストです。
　近年、グローバルビジネスが先進国と開発途上国の区別なく進展
するに従い、国際協力の課題はより一層拡大・複雑化しつつありま
す。こうした課題に対応するため、当センターでは、評価部、経済
社会開発部、開発プロジェクト部、業務支援室の４事業部門体制で
業務を実施しています。
　事務職員として採用された方には、業務支援室に所属しながら、
主に「プロポーザル作成支援」と「プロジェクトの間接支援」の２
つの支援業務を担当していただきます。プロポーザル作成支援では、
プロのコンサルタントが書いたプロポーザルを教材として、開発途
上国における課題解決への取り組み方や、コンサルタントが持つべ
き理念・姿勢などを学んでいただきます。また、プロジェクトの間
接支援では、プロジェクトの契約から精算までの支援業務全般（ロ
ジ）を担当していただき、コンサルタントにとって確固たる専門性
（サブ）を持つことと同じくらい重要だと言われている「ロジ能
力」を磨いていただきます。ロジは一見すると地味な業務ですが、
後方支援が充実していればプロジェクトの本体業務も円滑に遂行さ
れるため、ロジ担当者はプロジェクト成功のカギを握る重要な存在
だと言えます。
　３年間の任期中は、原則として国内での業務が中心ですが、コン
サルタントとしての基礎を固めながら専門分野の知識を深める上で
は、またとない機会だと言えます。国際協力に興味を持ち、将来、
開発コンサルタントとして活躍することを希望されるたくさんの
方々のご応募をお待ちしています。
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開発コンサルタントの仕事を内側から学ぶ
～IDCJが事務職員を募集～

業務支援室のメンバー：IDCJオフィスより

国際開発業界に興味をお持ちの20歳～25歳の方々、
ぜひIDCJで一緒に働きませんか。
詳しくは
HPをご覧ください。 http://www.idcj.or.jp/news/160301.html　

応募書類の締め切りは 2016年６月６日（月）必着 です。
たくさんのご応募をお待ちしております。

※説明会につきましては５月に開催することで現在調整中です。
　開催が決まりましたら、当ホームページにてご案内をさせていただきます。
　なお、説明会出席の有無は、選考には一切関係ありません。


